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家
内
労
働
は
、
零
細
企
業
に
お
け
る
労
働
と
な
ら
ん
で
、
長
時
間
、
低
賃
金
を
特
色
と
す
る
い
わ
ゆ
る
筈
汗
労
働
（
、
司
田
昔
ぬ
わ
『
胃

⑦
且
の
典
型
と
し
て
、
労
働
保
護
法
的
観
点
か
ら
の
保
護
必
要
性
は
十
分
認
識
さ
れ
つ
つ
も
わ
が
国
に
お
い
て
は
放
置
さ
れ
て
き
た

が
、
昨
年
（
昭
和
四
五
年
）
、
よ
う
や
く
家
内
労
働
法
の
制
定
を
み
、
一
・
一
れ
に
対
し
一
半
の
保
護
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
二
九

四三二

は
じ
め
に

目
次

は
じ
め
に

労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
と
そ
の
社
会
経
済
的
実
体

労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
の
従
属
関
係
と
そ
の
労
働
者
性
を
め
ぐ
る
諸
見
解

家
内
労
働
者
の
従
属
関
係
と
そ
の
労
働
者
性

家
内
労
働
者
に
対
す
る
諸
法
規
の
適
用
関
係

ｌ
む
す
び
に
か
え
て
Ｉ

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
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昭



そ
こ
で
家
内
労
働
者
の
性
格
把
握
は
わ
が
国
の
現
段
階
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
家
内
労
働
者
の
法
的

性
格
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
は
ヒ
ュ
ッ
ク
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
を
委
託
者
に
対
す
る
「
経
済
的
従
属
」

と
「
人
的
独
立
」
の
結
合
形
態
と
み
、
そ
れ
を
経
済
的
に
も
人
的
に
も
独
立
の
一
般
事
業
者
と
、
両
側
面
と
も
に
従
属
の
労
働
者
と
の
中

（
２
）
 

間
に
位
せ
し
め
、
そ
の
労
働
者
性
を
否
定
す
る
の
が
一
般
的
な
見
方
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
、
労
基
法
を
は
じ
め
と
し
て
（
昭
二

一
一
一
・
七
。
五
、
基
収
一
一
一
一
○
四
号
）
、
被
用
者
保
険
法
も
家
内
労
働
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
労
災
保
険
法
は
自
営
業
者
な
み
の
特
別
加

理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
○

し
か
し
家
内
労
働
者
保
護
に
関
す
る
問
題
は
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
に
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
家
内
労
働
の
潜
在
性
は
行
政
官
庁

の
実
態
把
握
と
監
督
を
困
難
な
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
家
内
労
働
を
規
制
す
る
立
法
の
内
容
に
限
界
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
そ
の
限
定
的

な
法
の
実
効
性
確
保
す
ら
困
難
な
ら
し
め
る
と
い
う
宿
命
を
も
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
家
内
労
働
法
自
体
の
限
界
の
問
題
を
別
と

し
て
も
、
一
般
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
他
の
労
働
法
規
ｌ
労
組
法
、
労
調
法
、
職
業
安
定
法
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
な
ど
ｌ
や
被
用

者
保
険
た
る
社
会
保
険
法
、
民
法
中
、
雇
用
契
約
に
関
す
る
規
定
、
「
雇
人
ノ
給
料
」
、
「
農
工
業
者
ノ
労
役
」
に
つ
い
て
の
先
取
特
権
の
規

（
１
）
 

定
（
民
一
一
一
○
六
条
一
一
号
、
三
一
一
条
八
号
）
な
ど
の
家
内
労
働
者
に
対
す
る
適
用
の
問
題
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
家
内
労
働
法
以
外
の
諸
法
規
の
適
用
に
つ
い
て
、
家
内
労
働
者
を
一
般
労
働
者
な
み
に
扱
う
こ
と
は
、
そ
の
保
護
必
要
性
か
ら

政
策
論
的
に
は
問
題
な
く
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
要
望
す
る
声
が
強
い
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
体
家
内
労
働

者
は
一
般
労
働
者
と
同
視
で
き
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
、
家
内
労
働
者
は
こ
れ
ら
諸
法
規
の
適
用
対
象
と
な
り
う
る
性
格
Ⅱ
労
働
者
性
を

も
つ
も
の
か
否
か
が
ま
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も
し
家
内
労
働
者
に
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら

●
●
●
 

諸
法
規
は
当
然
こ
れ
に
適
用
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
し
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
当
然
に
適
用
さ
れ
る
諄
」
と
は
、
一
応
、
無



（
３
）
 

入
制
度
へ
の
加
入
の
途
が
識
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
）
の
が
建
前
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
現
状
に
お
い
て
は
そ
れ
は
建
前
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
労
働
法
規
に
つ
い
て
画
一
的

に
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
が
否
定
さ
れ
、
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
労
基
法
自
体
も
家
内
労
働
者
の
代

（
４
）
 

（
５
）
 

表
と
み
ら
れ
る
西
陣
賃
織
業
者
に
適
用
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
労
組
法
の
適
用
に
い
た
っ
て
は
、
東
一
品
へ
ツ
プ
サ
ン
ダ
ル
エ
組
合
事
件
に
代

（
６
）
 

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
委
員
会
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
家
内
労
働
者
に
労
組
法
が
適
用
さ
れ
た
事
例
ｊ
ｂ
多
々
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
労
働

法
に
お
け
る
家
内
労
働
者
の
地
位
に
は
若
干
不
明
確
、
不
統
一
な
面
が
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
学
説
上
も
、
右
の
一
般
的
見
解
に
対
し
様
々
な
異
説
や
、
秋
極
的
に
家
内
労
働
者
に
労
働
者
性
を
認
め
る
見
解
も
み
ら
れ
る
の

（
７
）
 

（
８
）
 

で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
家
内
労
働
者
の
増
勢
が
つ
た
え
ら
れ
る
今
［
ロ
、
改
め
て
家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
私
自
身
の
家
内
労
働
者
と
の
接
触
の
経
験
を
も
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
現
在（
９
）
 

の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
諸
見
解
、
と
く
に
通
説
的
見
解
に
再
検
討
を
加
』
え
、
家
内
労
働
者
が
労
働
者
か
否
か
を
め
ぐ
る
法
的
性
格
の
解
明

を
な
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
単
に
上
記
の
よ
う
な
法
規
の
適
用
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
家

内
労
働
法
お
よ
び
家
内
労
働
者
の
全
労
働
法
体
系
中
の
位
置
づ
け
や
、
新
た
に
家
内
労
働
法
の
新
分
野
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た
労
働
法
の

体
系
理
解
に
も
資
す
る
｝
」
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
現
在
、
一
般
先
取
特
権
は
一
般
労
働
者
に
さ
え
確
と
認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
民
法
一
一
一
○
六
条
二
号
の
「
雇

人
」
は
、
労
働
法
上
の
労
働
者
全
部
を
指
す
の
で
は
な
く
、
僕
蝉
、
園
丁
、
お
抱
え
運
転
手
等
の
家
庭
的
労
働
者
に
か
ぎ
る
と
す
る
見
解
が
強
い

（
大
判
昭
一
一
一
・
六
・
一
一
）
。
し
か
し
こ
の
制
度
が
社
会
政
策
的
観
点
か
ら
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
に
狭
く
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問

が
も
た
れ
る
（
抽
木
「
担
保
物
権
法
」
四
三
頁
以
下
。
な
お
、
最
近
の
判
例
で
広
く
解
す
る
も
の
と
し
て
、
名
古
屋
高
決
昭
一
一
一
一
・
六
・
七
が
あ
る
）
。

（
２
）
国
巨
史
〉
丙
Ⅱ
Ｚ
ご
己
曾
」
の
竜
一
自
浄
堅
局
ず
巨
呂
』
阻
鈩
Ｈ
す
の
】
蕨
【
の
呂
蕨
ご
・
国
』
］
・
剖
尹
口
重
・
の
・
観
｛
【
．
ご
【
自
助
【
①
一
旦
Ⅱ
【
画
房
耳
の
ロ
ロ
関
壹
皀
一
○
便
瀞
冒
芭
ず
関
昌
の
国
巴
‐

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一一一一一



と
こ
ろ
で
家
内
労
働
者
が
労
働
者
か
と
い
う
問
題
に
入
る
前
に
確
定
さ
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
労
働
法

（
５
）
労
働
委
員
会
速
報
五
○
三
号
所
収
。

（
６
）
山
本
吉
人
「
雇
用
形
態
と
労
働
法
」
一
九
七
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
わ
が
国
に
お
い
て
も
学
説
上
労
働
者
性
を
認
め
ま
た
は
労
働
法
の
適
用
を
主
張
す
る
説
が
漸
次
強
震
っ
て
い
る
。
加
藤
前
掲
一
七
一
頁
以
下
、

片
岡
「
映
画
俳
優
は
労
働
者
か
」
（
季
刊
労
働
法
五
七
号
一
五
九
頁
）
、
有
泉
「
労
働
基
準
法
」
四
六
頁
、
松
岡
「
内
職
と
い
う
名
の
深
夜
女
子
労
働
」

（
月
刊
労
働
問
題
五
八
号
一
二
一
一
頁
以
下
）
、
木
村
「
労
働
者
』
（
労
働
法
体
系
五
巻
一
九
頁
）
、
青
木
「
個
別
的
労
働
関
係
法
」
一
二
頁
、
山
本
前
掲

饗
一
九
七
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
８
）
本
年
（
昭
四
六
）
四
月
の
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
昭
和
四
○
年
当
時
で
八
五
万
人
、
四
四
年
に
は
一
四
三
万
人
、
四
五
年
に
は
一
八
一
万

人
に
達
し
、
同
居
の
親
族
な
ど
の
補
助
者
を
含
め
る
と
二
○
二
万
人
に
達
し
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
エ
業
労
働
力
に
占
め
る
比
重
と
、
他
面
国
民
生

活
の
家
内
労
働
へ
の
依
存
度
の
今
日
に
お
け
る
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
家
内
労
働
者
が
、
労
働
者
と
事
業
者
と
の
一
一
面
を
も
つ
と
す
る
説
も
あ
る
が
（
錦
織
「
家
内
労
働
者
の
範
囲
と
そ
の
性
格
」
（
労
働
協
会
雑
誌
一

一
一
○
号
一
七
頁
）
、
大
石
「
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
」
（
福
岡
大
学
法
学
論
業
坂
一
六
巻
一
号
五
四
頁
）
）
、
こ
れ
は
論
理
的
に
矛
盾
が
あ

り
、
ま
た
法
の
適
用
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
。

加
入
が
予
定
さ
れ
、

の
現
状
」
一
七
一
二

（
４
）
労
働
基
準
局
録

五
頁
以
下
参
照
。

（
３
）
昭
和
四
○
年
の
臨
時
家
内
労
働
調
査
会
の
報
告
に
お
い
て
も
、
小
規
模
企
業
共
済
法
へ
の
加
入
や
労
災
保
険
に
つ
い
て
は
特
別
加
入
制
度
へ
の

加
入
が
予
定
さ
れ
、
家
内
労
働
者
は
自
営
業
者
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
（
臨
時
家
内
労
働
調
査
会
報
告
醤
一
二
四
頁
、
（
同
調
査
会
編
「
家
内
労
働

の
現
状
」
一
七
一
一
一
頁
以
下
所
収
）
。

（
４
）
労
働
基
準
局
縞
著
改
訂
新
版
「
労
働
基
準
法
」
上
、
一
○
九
頁
以
下
、
日
本
学
術
振
興
会
中
小
産
業
委
員
会
「
中
小
エ
業
と
労
働
問
題
」
一
八

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一一一一一一

日
日
ず
凰
可
。
ｐ
麗
旨
腎
副
・
后
農
ご
》
の
．
農
・
加
藤
新
平
「
労
働
の
従
属
性
』
（
法
学
論
叢
五
五
巻
五
・
六
号
、
一
五
二
頁
）
な
ど
・
わ
が
国
に
お
い
て

も
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
を
否
定
す
る
説
が
支
配
的
で
あ
る
。
津
曲
「
労
働
法
原
理
」
一
一
一
三
一
頁
以
下
、
同
労
働
法
総
論
二
六
四
頁
以
下
、
菊
池
・
林

「
労
働
組
合
法
」
六
一
一
一
頁
、
柳
川
他
「
全
訂
判
例
労
働
法
の
研
究
」
上
巻
八
頁
、
石
井
「
労
働
法
総
論
」
一
七
六
頁
以
下
な
ど
。
外
国
の
学
説
な
ど

「
労
働
組
合
法
」
一

に
つ
い
て
は
後
述
。



上
の
労
働
者
と
は
何
か
と
い
う
、
一
般
労
働
者
の
概
念
な
い
し
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
確
定
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
そ
れ
と

の
関
連
に
お
け
る
家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
も
解
明
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
自
体
、
周
知
の
ご
と
く
労
働
法
生
成
以
来
の

大
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
通
説
で
あ
る
従
属
労
働
論
の
理
論
体
系
の
も
と
で
は
、
労
働
法
上
の
労
働
者
は
「
従
属
労
働
者
」
と
さ
れ
る
が

こ
の
「
従
属
」
の
意
味
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
一
一
つ
に
わ
か
れ
る
。
｜
は
、
要
す
る
に
労
働
者
の
労
働
が
他
人
の
指
揮
、
監
督

の
も
と
に
お
け
る
労
働
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
人
（
格
）
的
従
属
説
（
□
の
『
＆
員
、
毒
の
シ
ワ
冨
凋
侭
戸
島
）
ま
た
は
法
的
従
属
説
（
の
ロ
マ

。
ａ
冒
島
・
巳
日
菖
＠
口
①
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
労
働
者
の
他
人
に
対
す
る
経
済
的
依
存
状
態
に
着
目
す
る
経
済
的
従
属
説

（
１
）
 

（
且
円
扇
、
冨
津
一
一
、
声
の
レ
ウ
冨
口
、
】
ぬ
穴
⑦
岸
》
の
Ｅ
す
。
ａ
ご
胃
一
・
コ
ｍ
８
ｐ
Ｃ
目
●
二
の
）
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
い
ず
れ
を
と
る
か
を
詳
論
す
る
い
と

ま
は
な
い
が
、
も
し
経
済
的
従
属
説
を
と
れ
ば
、
家
内
労
働
者
の
委
託
者
に
対
す
る
経
済
的
従
属
関
係
の
存
在
に
異
論
は
な
い
（
む
し
ろ

（
２
）
 

こ
の
点
が
家
内
労
働
者
の
本
質
的
特
質
で
あ
る
）
ゆ
え
に
、
問
題
な
く
そ
の
労
働
者
性
を
肯
定
で
き
よ
う
。

し
か
し
経
済
的
従
属
説
は
、
労
働
者
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
き
わ
め
て
暖
昧
で
確
定
性
に
乏
し
く
、
こ
の
欠
点
な
ど
に
よ
っ
て
大
勢

（
３
）
 

の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
通
説
は
人
的
従
属
説
に
よ
っ
て
い
る
。
私
も
い
ま
こ
の
占
い
自
体
に
は
異
論
は
な
い
。
た
だ
、
経
済
的

従
属
説
は
、
近
代
労
働
者
の
社
会
経
済
的
実
体
を
そ
の
本
質
に
お
い
て
と
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
経
済

的
従
属
性
こ
そ
が
労
働
法
を
生
成
せ
し
め
、
か
つ
そ
の
克
服
が
労
働
法
の
理
念
で
も
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
経
済
的
従
属
説
の
方

が
労
働
法
上
の
労
働
者
概
念
の
把
握
と
し
て
よ
り
本
質
に
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
人
的
従
属
性
は
、
労
働
者
の
本
質
と
し
て
の
経
済
的
従

属
性
の
上
に
展
開
さ
れ
る
、
い
わ
ば
外
形
的
、
現
象
的
側
面
を
と
ら
え
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
人

（
４
）
 

的
従
属
関
係
の
裏
に
は
経
済
的
従
属
関
係
が
基
礎
と
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
労
働
者
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
も
人
的
従
属
説
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
経
済
的
従
属
説
同
様
不
確
定

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
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家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
四

（
５
）
 

性
が
あ
り
、
い
か
な
る
場
合
に
人
的
従
属
関
係
あ
り
や
は
、
現
実
に
は
き
わ
め
て
判
定
困
難
な
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
人
的
従
属
関
係
の
内
容
自
体
が
、
労
働
法
発
展
の
歴
史
的
過
程
に
お
い
て
つ
ね
に
流
動
し

拡
張
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
労
働
法
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
当
初
は
工
場
、
鉱
山
に
お
け
る
筋
肉
労
働
者
を
対

象
と
し
て
出
発
し
、
そ
の
規
制
す
る
産
業
分
野
が
エ
・
鉱
業
以
外
の
分
野
、
と
く
に
商
業
に
も
及
ぶ
と
と
も
に
精
神
的
労
働
者
た
る
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
を
対
象
化
し
、
ま
た
内
勤
労
働
者
か
ら
各
種
外
交
員
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
等
の
外
勤
的
労
働
者
へ
と
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ

の
間
に
お
い
て
、
そ
の
労
働
者
に
み
ら
れ
る
人
的
従
属
関
係
は
漸
次
弱
化
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
筋
肉
労
働
者
に

は
強
い
従
属
関
係
が
み
ら
れ
る
が
、
精
神
労
働
者
、
外
勤
労
働
者
に
至
る
ほ
ど
使
用
者
に
よ
る
拘
束
は
弱
ま
り
、
労
働
履
行
に
つ
い
て

自
主
的
判
断
に
ま
か
さ
れ
る
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
労
働
法
は
そ
の
発
展
と
と
も
に
労
働
者
概
念
自
体

（
６
）
 

を
拡
張
し
て
お
り
、
家
内
労
働
者
の
性
格
判
定
の
問
題
も
こ
の
拡
張
の
流
れ
の
な
か
で
と
ら
違
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
以
下
の
家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
の
解
明
は
、
一
応
人
的
従
属
関
係
の
有
無
を
第
一
次
的
判
定
基
準
と
し

つ
つ
も
、
そ
れ
が
労
働
者
に
お
け
る
経
済
的
従
属
関
係
の
現
象
形
態
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
歴
史
的
発
展
性
、
流
動
性
を
十
分
念
頭

さ
て
、
人
的
従
属
関
係
を
第
一
次
的
判
定
基
準
と
す
る
場
合
、
家
内
労
働
者
の
性
格
判
定
は
、
そ
の
委
託
者
に
対
す
る
人
的
従
属
関
係

の
有
無
と
い
う
、
本
来
す
ぐ
れ
て
事
実
認
識
な
い
し
実
証
の
問
題
に
帰
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
単
な
る
事
実
認
識
の
み
で
は
事
物

の
表
面
的
、
皮
相
的
認
識
し
か
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
稿
で
は
、
家
内
労
働
者
の
社
会
経
済
的
実
体
を
ま
ず
把
握
し
、
そ
れ

を
前
提
と
し
て
そ
の
法
的
性
格
の
究
明
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

つ
つ
も
、
そ
れ
が
労
働
土

に
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
従
属
労
働
論
は
、
社
会
民
主
主
義
ド
イ
ツ
労
働
法
学
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
も
入
っ
て
現
在
の
通
説
的
見
解
と
な
っ
て
い
る
。



（
４
）
人
的
従
属
性
は
労
働
者
を
識
別
す
る
た
め
の
便
宜
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
解
さ
れ
、
労
働
法
の
対
象
と
し
て
の
労
働
者
の
歴
史
的
、
社
会
的
、

経
済
的
本
質
を
と
ら
え
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
が
国
で
は
両
従
属
性
を
別
個
の
も
の
と
し
て
み
ず
、
何
ら
か
の
意
味
で
関
連
づ
け
て
理
解
し
よ
う
と

す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
（
加
藤
前
掲
一
八
一
頁
、
孫
田
前
掲
書
一
一
一
一
一
一
○
頁
、
片
岡
「
団
結
と
労
働
契
約
の
研
究
」
一
一
一
一
四
頁
以
下
、
外
尾
「
労
働

法
入
門
」
四
頁
な
ど
）
。
と
く
に
、
両
従
属
性
を
表
裏
一
体
の
も
の
と
す
る
孫
田
説
、
経
済
的
従
属
性
の
上
に
法
的
従
属
性
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と

す
る
外
尾
説
に
賛
成
で
あ
る
。

（
５
）
ヒ
ー
ー
ッ
ク
も
こ
の
基
準
の
欠
点
を
認
め
つ
つ
も
、
こ
れ
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
理
由
の
一
と
し
て
、
過
去
に
よ
り
ベ
タ
ー
な
基
準
が
み
い
だ
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
囮
巨
円
斥
Ⅱ
ｚ
ご
己
⑪
ａ
⑪
］
・
色
．
、
．
。
．
ご
ｍ
・
念
（
｛
・
）
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
の
基
準
を
見
出
す
に
至
る
苦
闘
の
歴

史
に
つ
い
て
は
、
□
回
国
己
百
．
勺
．
。
岸
・
》
』
・
ロ
・
鴎
、
の
厨
・
参
照
。

（
６
）
こ
の
労
働
法
の
対
象
者
の
範
囲
の
発
展
の
歴
史
に
つ
い
て
は
山
本
前
掲
書
第
一
章
に
く
わ
し
い
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
五

こ
の
理
論
自
体
に
も
有
力
な
批
判
や
反
省
が
な
さ
れ
（
吾
妻
『
労
働
法
の
基
本
問
題
」
二
二
一
一
頁
以
下
、
石
井
前
掲
書
一
一
七
頁
以
下
、
宮
島
「
従

属
労
働
論
の
反
省
」
（
討
論
労
働
法
七
号
）
な
ど
）
、
問
題
の
余
地
な
し
と
し
な
い
が
、
本
稿
で
は
一
応
こ
の
理
論
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
労
働

の
従
属
性
に
つ
い
て
は
、
加
藤
、
片
岡
各
前
掲
の
ほ
か
津
曲
「
労
働
法
原
理
』
、
沼
田
「
労
働
法
論
序
説
」
、
外
尾
「
労
働
契
約
」
（
講
座
「
労
働
問

題
と
労
働
法
」
五
所
収
）
、
片
岡
「
団
結
と
労
働
契
約
の
研
究
」
、
浅
井
「
労
働
契
約
の
基
本
問
題
」
、
孫
田
「
現
代
労
働
法
の
諸
問
題
』
な
ど
参
照
。

人
的
従
属
説
、
経
済
的
従
属
説
と
も
そ
の
「
従
属
」
の
と
ら
え
方
に
は
論
者
に
よ
っ
て
一
三
ア
ン
ズ
が
あ
る
。
「
経
済
的
従
属
」
は
、
の
労
働
者
が

労
働
力
以
外
に
生
活
手
段
を
も
た
な
い
ゆ
え
に
使
用
者
に
従
属
せ
ざ
る
を
え
な
い
経
済
的
地
位
（
使
用
者
に
対
す
る
生
活
依
存
性
）
で
あ
り
、
②
そ

れ
ゆ
え
に
労
働
条
件
を
一
方
的
に
決
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
地
位
（
契
約
の
附
従
性
）
と
も
解
さ
れ
る
。

（
２
）
そ
れ
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
キ
ュ
ー
シ
ュ
、
サ
バ
チ
エ
な
ど
、
経
済
的
従
属
説
を
提
唱
し
て
家
内
労
働
者
等
を
労
働
法
に
吸
収
し

よ
う
と
し
た
が
大
勢
に
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
（
因
２
回
‐
（
鄙
一
一
目
」
》
白
目
己
巨
、
厚
豊
農
ご
宮
‐
段
）
。

（
３
）
経
済
的
従
属
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
浅
井
前
掲
響
八
五
頁
、
Ｃ
日
目
」
．
《
自
国
】
芯
」
の
芹
・
】
己
巨
百
自
騨
員
デ
ロ
・
画
ｇ
①
【
、
。
》
因
目
且
‐

の
昌
一
：
具
。
ご
・
、
岸
・
・
自
‐
韻
な
ど
参
照
。
こ
の
韮
準
を
と
れ
ば
、
小
作
人
、
借
地
人
、
下
請
事
業
者
等
も
含
ま
れ
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
経
済

的
従
属
者
は
労
働
者
に
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
階
級
的
従
属
説
を
と
る
場
合
（
た
と
え
ば
山
本
前
掲
醤
の
立
場
）
も
同
じ
よ
う
な
批
判
が

生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
山
木
助
教
授
も
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
は
結
局
「
使
用
従
屈
関
係
』
の
有
無
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
て
い
る
Ｃ
九

七
頁
以
下
）
。



「
家
内
労
働
」
な
る
用
語
は
、
き
わ
め
て
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
し
ば
し
ば
「
家
内
工
業
」
、
「
家
内
手
工
業
』
、
「
自
家

労
働
」
な
ど
と
同
義
的
に
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
用
い
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
「
賃
企
業
」
や
「
賃
仕
事
」
を
含
め
、
お
よ
そ
自
家
に
お
け

る
商
品
生
産
形
態
（
家
族
経
営
的
自
営
業
）
一
切
を
指
称
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
す
ぺ
て
が
労
働
法
の
対
象
と
な
る
も
の

で
な
い
こ
と
は
、
労
働
法
が
農
民
や
医
師
等
を
含
め
た
労
働
者
一
般
を
対
象
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
と
照
応
す
る
。
そ
れ
で
は
い
か
な

る
家
内
労
働
者
が
労
働
法
の
対
象
と
さ
れ
る
の
か
。

そ
の
回
答
は
家
内
労
働
法
二
条
の
定
義
規
定
に
よ
っ
て
一
応
は
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
片
の
定
義
規
定
の
み
を
も

っ
て
し
て
は
、
そ
れ
が
労
働
法
に
登
場
す
る
こ
と
を
必
然
化
し
た
社
会
経
済
的
実
体
や
性
格
を
理
解
す
る
に
よ
し
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ

（
１
）
 

と
の
理
解
な
し
に
は
そ
の
法
的
性
格
の
正
し
い
把
握
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
主
と
し
て
経
済
学
上
の
成
果
を
用
い
て
、
き
わ
め
て

簡
略
な
が
ら
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
そ
の
家
内
労
働
者
の
定
義
規
定
の
理
解
や
解
釈
の
一
助
と
も
な
る
の
で

家
内
労
働
は
、
生
産
形
態
発
展
の
側
面
か
ら
み
た
場
合
一
一
つ
の
も
の
に
区
別
さ
れ
る
。
一
は
旧
型
（
前
期
的
）
家
内
労
働
（
工
業
）
と

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
問
屋
資
本
や
商
業
資
本
の
勃
興
が
い
ま
だ
顕
著
で
な
い
初
期
資
本
主
義
時
代
に
お
い
て
支
配
的
な
生
産

形
態
で
、
エ
業
そ
の
も
の
の
原
初
的
形
態
で
も
あ
り
、
自
己
の
仕
事
場
に
お
い
て
、
ご
く
簡
単
な
道
具
を
用
い
、
も
っ
ぱ
ら
手
工
的
技

あ
る
。

で
あ
ろ
う
。

労
働
法
上
に
登
場
し
、
そ
の
対
象
と
な
る
家
内
労
働
者
と
は
一
体
い
か
な
る
労
働
者
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
が
ま
ず
先
決

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
と
そ
の
社
会
経
済
的
実
体

一一二ハ



術
》
技
能
に
依
存
す
る
生
産
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
の
ち
に
は
小
商
品
生
産
者
と
し
て
市
場
生
産
も
な
す
に
至
る
が
》
一
般
に
は
顧
客
生

産
、
注
文
生
産
で
あ
る
の
を
常
態
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
旧
型
家
内
労
働
（
工
業
）
者
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
色
は
、
顧
客
な
い
し
注
文

者
に
対
し
対
等
の
立
場
に
立
ち
、
自
己
の
創
意
と
判
断
に
も
と
づ
い
て
「
営
業
」
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
小
な
り
と
い
え
ど
も
独
立
工

業
経
営
者
と
し
て
の
実
質
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
資
本
制
経
済
の
進
展
は
こ
の
家
内
労
働
者
の
地
位
に
徐
々
に
で
は
あ
る
が
重
要
な
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
。
ま
ず
問
屋
資
本
の
発

達
は
、
本
来
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
の
生
産
物
の
媒
介
を
任
務
と
し
た
商
人
が
、
そ
の
生
産
者
自
体
を
自
己
の
支
配
下
に
お
き
、
そ
の
生

産
を
そ
の
商
人
の
計
算
の
も
と
に
行
な
わ
し
め
る
傾
向
を
生
ぜ
し
め
る
。
他
方
産
業
資
本
の
拾
頭
は
、
生
産
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
三
一

ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
を
発
生
せ
し
め
、
従
来
の
家
内
労
働
を
圧
迫
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自
己
の
生
産
組
織
の
も
と
に
包
摂
す
る
傾
向
を

生
ず
る
。
そ
れ
は
マ
ニ
『
一
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
か
ら
械
機
制
工
場
体
制
へ
移
行
す
る
に
と
も
な
い
ま
す
ま
す
顕
著
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
も
と
に
お
い
て
、
従
来
の
家
内
労
働
者
は
一
部
小
資
本
家
と
し
て
上
昇
す
る
も
の
を
除
い
て
、
大
部
は
崩
解
、
消

滅
の
方
向
に
向
い
、
あ
ら
た
に
問
屋
、
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
、
工
場
の
外
業
部
と
し
て
問
屋
資
本
ま
た
は
産
業
資
本
の
も
と
に
隷
属
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
第
二
の
形
態
た
る
近
代
的
家
内
労
働
ま
た
は
盗
本
制
家
内
労
働
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

（
２
）
 

る
。
こ
の
近
代
的
家
内
労
働
の
特
色
は
、
他
人
の
生
産
組
織
の
も
と
に
お
け
る
労
働
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
経
済
学
的
に
は
、
そ
こ
に
盗

本
対
賃
労
働
の
関
係
が
み
い
だ
さ
れ
、
ま
た
家
内
労
働
者
は
「
事
実
上
の
賃
労
働
者
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
旧
型
と
新
型
の
家
内
労
働
は
そ
の
性
格
を
ま
っ
た
く
異
に
す
る
。
独
立
事
業
者
と
し
て
の
前
者
が
工
場
外
業
部
と
し
て
の

後
者
に
転
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
が
従
来
も
っ
て
い
た
経
営
者
的
機
能
ｌ
創
意
、
利
潤
、
危
険
負
担
等
ｌ
は
あ
げ
て
工
場
主
側
に
移

り
、
家
内
労
働
者
は
い
ま
や
こ
の
新
し
い
工
場
主
の
命
ず
る
ま
ま
に
、
か
つ
工
場
主
の
一
方
的
に
決
定
す
る
工
賃
そ
の
他
の
労
働
条
件
に

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
七



家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
入

よ
っ
て
働
か
ざ
る
を
え
な
い
地
位
、
す
な
わ
ち
工
場
主
に
対
す
る
経
済
的
従
属
関
係
の
も
と
に
立
た
し
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
工
場
主

の
家
内
労
働
者
に
対
す
る
関
係
は
、
社
会
的
事
実
と
し
て
、
一
の
「
使
用
関
係
」
と
認
め
う
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
旧
型
家
内
労
働
か
ら
新
型
家
内
労
働
へ
移
行
し
た
場
合
の
例
を
と
っ
て
説
明
し
た
が
、
実
際
に
こ
の
移
行
過
程
を
た
ど
る
も
の

（
３
）
 

は
新
型
の
ご
と
く
一
部
で
あ
る
。
多
く
は
い
ま
ま
で
工
場
制
生
産
を
な
し
て
い
た
も
の
を
何
ら
か
の
経
営
的
理
由
で
家
内
労
働
に
移
し
、

あ
る
い
は
新
技
術
、
新
材
料
（
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
等
）
の
開
発
に
と
も
な
い
新
た
に
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
工
場
外
業

部
と
し
て
の
実
体
、
し
た
が
っ
て
そ
の
社
会
経
済
的
本
質
は
新
規
創
出
の
も
の
も
旧
型
か
ら
移
行
し
た
も
の
も
ま
っ
た
く
か
わ
ら
な
い
。

こ
の
新
型
家
内
労
働
者
の
工
場
主
に
対
す
る
経
済
的
従
属
関
係
は
、
根
本
的
に
は
、
も
は
や
彼
が
そ
の
工
場
外
業
部
た
る
家
内
労
働
に

労
働
力
を
投
入
す
る
以
外
に
生
活
手
段
を
も
た
ず
、
ま
た
は
満
足
す
べ
き
生
活
水
準
を
確
保
で
き
な
い
と
い
う
一
般
賃
労
働
者
と
ま
っ
た

く
同
一
の
経
済
的
地
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
家
内
労
働
者
の
一
般
労
働
者
と
共
通
の
経
済
的
従
属
性
の
な
か
に

労
働
法
が
家
内
労
働
者
に
関
与
す
る
根
源
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
逆
に
労
働
法
の
対
象
と
す
る
家
内
労
働
者
は
、
か
か
る
工
場
主
の

も
と
に
従
属
し
た
近
代
的
家
内
労
働
者
に
か
ぎ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
に
も
な
る
。
現
在
で
も
製
靴
職
人
、
テ
ー
ラ
ー
、
印
刷
職
人
等
多
く
の

（
４
）
 

旧
型
家
内
労
働
者
は
残
存
す
る
が
、
彼
ら
は
顧
客
生
産
、
注
文
生
産
で
あ
っ
て
、
そ
の
顧
客
、
注
文
主
に
対
し
て
対
等
の
立
場
に
立
ち
、

経
済
的
従
属
関
係
は
存
し
な
い
ゆ
え
に
、
労
働
法
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
家
内
労
働
法
二
条
に
お
い
て
定
義
さ
れ
た
家
内
労
働

（
５
）
 

者
は
、
右
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
実
体
を
も
っ
た
近
代
的
家
内
労
働
者
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

か
か
る
労
働
法
の
対
象
と
し
て
の
近
代
的
家
内
労
働
も
、
そ
の
態
様
、
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
も
っ
と
も
一
般
的
な
分
類
は
、
一

家
の
主
が
専
業
的
に
従
事
す
る
専
業
型
、
世
帯
主
以
外
の
家
族
が
家
計
補
充
の
目
的
で
従
事
す
る
内
職
型
、
さ
ら
に
両
者
の
中
間
形
態
と

（
６
）
 

し
て
の
農
家
副
業
を
典
型
と
す
る
副
業
型
の
三
分
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
に
は
、
そ
れ
に
要
求
さ
れ
る
生
産
設
備
、
手
エ
技
術
の
程
度



（
７
）
 

や
工
賃
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
、
専
業
型
が
独
立
事
業
者
的
外
観
を
ロ
垂
す
る
に
反
し
逆
に
内
職
型
は
「
趣
味
と

実
益
を
か
ね
た
」
、
片
手
間
的
半
端
仕
事
と
し
て
映
ず
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
三
者
と
も
に
そ
れ
が
近
代
的
家
内
労
働
と
し
て
、
そ
こ
に
資
本
制
生
産
関
係
Ⅱ
資
本
対
賃
労
働
の
関
係
が
存
在
し
、
資
本
の
法

（
８
）
 

則
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
専
業
型
が
独
立
事
業
者
的
に
み
え
て
ｊ
ｂ
、
そ
こ
に
は
工
場
主
に
対
す
る
従
属
関
係
が

あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
事
業
者
と
し
て
も
つ
べ
き
創
意
も
、
利
潤
も
、
危
険
負
担
も
な
い
。
ま
た
内
職
型
に
お
い
て
も
、
「
趣
味
と
実
益
を

か
ね
た
」
て
い
の
も
の
は
ご
く
例
外
的
で
あ
る
し
、
そ
の
仕
事
は
決
し
て
半
端
仕
事
で
は
な
い
。
内
職
型
は
、
た
と
え
家
計
補
充
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
社
会
的
生
活
水
準
、
ま
た
は
社
会
的
欲
求
水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
内
職
者
の
生
活
上
の
ぎ
り
ぎ
り

（
９
）
 

（Ⅶ）・・
の
必
要
が
彼
ら
を
し
て
内
職
に
か
り
た
て
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
内
職
者
の
製
造
す
る
対
象
物
は
い
や
し
く
も
商
品
で
あ
る
。

そ
れ
は
当
然
に
工
場
主
の
手
を
通
し
て
市
場
に
お
い
て
販
売
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
工
場
主
は
そ
れ
を
一
個
で
も
多
く
販
売
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
追
求
を
は
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
職
型
に
お
い
て
も
厳
然
た
る
資
本
制
商
品
生
産
の
法
則
が
つ
ら
ぬ
か
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
内
職
者
の
手
に
な
る
商
品
は
一
個
も
半
端
品
、
格
外
品
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
工
場
主
の
要
求
ど
お
り
の
方

法
、
数
通
、
納
期
な
ど
が
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
い
か
な
る
態
様
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
近
代
的
家
内
労
働
で
あ
る
以
上
、
そ
の
工
場
主
に
対
す
る
家
内
労
働
者
の
従
属
的
地

位
、
そ
の
社
会
経
済
的
本
質
は
基
本
的
に
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
性
々
に
し
て
近
代
的
家
内
労
働
者
に
つ
い
て
も
そ
の
従
属
性
に
差
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
所
論
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ネ
グ
リ
ジ
プ
ル
で

あ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
異
な
ら
し
め
る
に
至
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
本
稿
の
対
象
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
近
代
的
家
内
労
働
者
で
あ
る

が
、
そ
の
法
的
性
格
の
究
明
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
種
々
の
態
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
近
代
的
家
内
労
働
者
Ⅱ
家
内
労
働
法
一
一

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
三
九
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条
の
家
内
労
働
者
を
一
律
に
扱
う
こ
と
が
可
能
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
家
内
労
働
法
二
条
の
家
内
労
働
者
の
定
義
規
定
を
み
た
場
合
、
そ
の
家
内
労
働
者
の
特
定
委
託
者
か
ら
の
委
託
の
継
続

性
は
問
わ
な
い
か
ら
、
旧
型
家
内
労
働
が
入
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
が
（
た
と
え
ば
和
裁
）
、
こ
れ
は
解
釈
上
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
反
面
、
同
条
一
項
で
委
託
の
要
件
と
し
て
家
内
労
働
者
に
物
品
の
提
供
ま
た
は
亮
波
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
近
代
的
家
内
労
働
者
の
す

ぺ
て
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
か
の
疑
問
が
生
ず
る
。

（
６
）
労
働
省
の
分
類
で
あ
る
。
労
働
省
労
働
韮
準
局
「
家
内
労
働
の
実
態
」
（
昭
三
四
）
一
四
頁
参
照
。

（
７
）
専
業
型
に
お
い
て
は
内
職
型
に
比
し
よ
り
高
度
の
生
産
設
備
や
手
エ
技
術
が
要
求
さ
れ
（
前
掲
「
家
内
労
働
の
実
態
」
四
○
頁
参
照
）
、
ま
た
労

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
こ
の
よ
う
な
角
度
か
公

（
３
）
比
較
的
最
近
に
お
け
る
旧
型
か
ら
新
型
へ
の
移
行
の
例
と
し
て
、
製
靴
産
業
の
そ
れ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
江
口
前
掲
一
一
一
一
八
頁
以
下
に
よ
れ
ば
、

こ
の
産
業
分
野
は
多
極
少
迩
生
産
と
流
行
の
変
化
に
よ
り
、
生
産
の
多
く
が
親
方
的
手
工
業
に
依
存
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
○
年
頃
、
靴
の
甲
と
底

の
接
合
エ
程
で
従
来
の
縫
製
に
か
わ
り
糊
が
採
用
さ
れ
る
や
、
今
ま
で
親
方
で
あ
っ
た
職
人
は
、
「
製
造
屋
」
と
称
さ
れ
る
小
エ
場
の
生
産
組
織
の
中
に

組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
の
接
合
エ
程
な
ら
接
合
作
業
の
み
に
従
事
し
、
そ
の
報
酬
と
し
て
月
一
・
二
回
出
来
高
賃
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
４
）
あ
げ
た
例
は
み
な
明
治
以
後
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
続
す
る
も
の
と
し
て
は
、
和
裁
、
染
物
、
提
灯
、
竹
箆
、
漆
器
な

ど
高
度
の
手
エ
的
技
術
を
要
す
る
た
め
に
機
械
制
生
産
に
適
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
や
が
て
機
械
生
産
に
途
を
開
く
べ
き
迎
命
に
あ
る
衰

退
産
業
で
、
「
長
期
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
純
粋
な
形
で
は
存
在
し
え
な
い
」
（
氏
原
「
日
本
の
労
使
関
係
」
一
一
一
五
頁
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
・
最
近
の

例
で
も
、
顧
客
の
桃
え
に
応
ず
る
テ
ー
ラ
ー
は
デ
パ
ー
ト
に
よ
る
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
し
、
セ
ー
タ
ー
な
ど
の
編
物
も
エ
場
生
産
さ

（
１
）
主
な
参
照
文
献
は
、
大
阪
市
大
経
済
研
究
所
「
大
阪
に
お
け
る
内
職
と
日
雇
の
実
態
」
、
松
本
『
続
々
、
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
」
（
中
央
公
論
昭

二
八
年
二
月
号
）
、
氏
原
『
日
本
の
労
使
関
係
」
「
同
家
庭
内
職
の
論
理
」
（
婦
人
と
年
少
者
一
一
一
四
号
所
収
）
、
隅
谷
「
日
本
賃
労
働
史
論
」
、
江
口
「
内

職
」
（
都
市
問
題
講
座
一
巻
所
収
）
、
打
田
「
製
作
物
供
給
契
約
契
約
」
（
契
約
法
大
系
四
巻
所
収
）
、
山
本
正
治
郎
「
家
内
労
働
研
究
の
た
め
の
序
論

（
大
阪
市
大
経
済
研
究
所
「
研
究
と
貸
料
」
二
七
号
）
な
ど
で
あ
る
。

（
２
）
氏
原
教
授
に
よ
れ
ば
、
近
代
的
家
内
労
働
は
旧
型
家
内
エ
業
が
「
資
本
制
社
会
で
解
体
再
編
成
せ
ら
れ
た
も
の
」
で
あ
る
・
氏
原
前
掲
「
家
庭

内
職
の
論
理
」
二
頁
。

一
四
○



以
上
の
よ
う
な
労
働
法
の
対
象
と
な
る
近
代
的
家
内
労
働
者
の
社
会
経
済
的
実
体
と
、
家
内
労
働
関
係
の
特
質
の
な
か
Ｅ
そ
の
労
働

●
●
 

法
的
保
謹
必
要
性
と
と
も
に
、
す
で
に
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
そ
の
法
的
性
格
の
一
端
を
み
る
｝
」
と
が
で
き
た
。

家
内
労
働
者
の
委
託
者
に
対
す
る
経
済
的
従
属
関
係
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
保
護
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
異
論
を
み
な

（
１
）
 

い
・
し
か
し
こ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
家
内
労
働
者
の
労
働
法
上
の
労
働
者
性
を
導
く
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
そ
の
労
働
者

性
は
、
経
済
的
従
属
関
係
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
第
一
次
的
に
は
人
的
従
属
関
係
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
的
に
よ
り
厳
密
な

検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
通
説
的
見
解
が
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
を
否
定
し
て
き
た
の
は
、
主
と
し

て
、
家
内
労
働
関
係
が
請
負
契
約
の
上
に
立
ち
、
家
内
労
働
者
に
労
働
者
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
「
人
的
従
属
性
」
あ
る
い
は
「
使

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
一

鋤
条
件
に
つ
い
て
も
、
エ
賃
は
専
業
型
が
高
く
、
労
働
時
間
も
長
い
（
上
記
「
家
内
労
働
の
実
態
」
四
一
頁
以
下
、
四
九
頁
以
下
）
。

（
８
）
氏
原
前
掲
「
家
庭
内
職
の
論
理
二
一
一
頁
以
下
。

（
９
）
家
内
労
働
の
低
エ
賃
性
は
、
内
職
の
場
合
で
も
か
な
り
の
長
時
間
労
働
を
強
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
家
庭
の
円
満
な
生
活
秩
序
は
大
き

く
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
主
婦
が
内
職
を
す
る
に
は
そ
の
面
で
の
大
き
な
犠
牲
を
覚
悟
し
た
上
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う

た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
苦
汗
の
実
態
は
今
も
か
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
、
）
た
と
え
ば
労
働
省
労
働
基
準
局
編
著
改
訂
新
版
「
労
働
基
準
法
」
上
で
は
、
賃
加
エ
者
（
家
内
労
働
者
）
の
労
働
者
性
に
つ
い
て
「
そ
の
賃
加
工

の
実
態
の
如
何
に
よ
っ
て
は
問
題
と
な
る
」
（
一
○
八
頁
）
と
し
、
京
都
西
陣
賃
織
業
者
の
場
合
は
こ
の
実
態
調
査
に
よ
っ
て
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
（
九
八
頁
）
こ
と
に
床
る
が
、
近
代
的
家
内
労
働
、
し
た
が
っ
て
家
内
労
働
法
二
条
に
い
う
家
内
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態

に
つ
い
て
大
差
は
な
い
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
西
陣
は
専
業
型
家
内
労
働
の
典
型
と
み
ら
れ
る
も
の
で
、
も
し
こ
れ
に
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
内
職
型
は
も
と
よ
り
他
の
専
業
型
に
も
す
べ
て
同
一
に
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
一
労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
の
従
属
関
係
と
そ
の
労
働
者
性
を
め
ぐ
る
諸
見
解



し
か
し
、
は
た
し
て
家
内
労
働
者
に
人
的
従
属
性
が
な
い
も
の
か
ど
う
か
、
以
上
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
が
皮
相
的
で
は
な
い
の
か
、

が
私
の
基
本
的
な
疑
問
で
あ
る
。
前
に
も
一
言
し
た
よ
う
に
、
こ
の
通
説
的
見
解
に
対
し
て
す
で
に
家
内
労
働
者
に
人
的
従
属
性
を
認
め

そ
の
労
働
者
性
を
肯
定
す
る
見
解
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
眺
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
学
説
上
は
、
片
岡
教
授
の
よ
う
に
一
般
労
働
者
よ
り
も
稀
薄
な
が
ら
も
家
内
労
働
者
の
人
的
従
属
性
を
認
め
る

説
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
明
確
に
人
的
従
属
性
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
そ
の
労
働
者
性
を
肯
定
す
る
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
行
政

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
特
別
の
概
念
こ
そ
存
し
な
い
が
、
や
は
り
家
内
労
働
者
に
は
人
的
従
属
関
係
を
認
め
ず
、
し
た

（
４
）
 

が
っ
て
二
』
の
労
働
者
性
を
否
定
す
る
の
が
一
般
の
よ
う
で
あ
る
（
た
だ
、
後
述
の
よ
う
に
破
殴
院
は
の
ち
に
柔
軟
な
態
度
を
一
示
す
の
で
あ

る
が
）
。

（
３
）
 

通
説
的
見
解
で
ｊ
ｂ
あ
る
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
二

（
２
）
 

用
従
属
関
係
」
が
欠
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
通
説
の
代
表
と
し
て
の
ヒ
ュ
ッ
ク
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
家
内
労
働
者
は
、
「
労
働
の
履
行
に
関
し
て
は
、
使
用
者
の
監
視
ま

た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
し
な
い
ば
か
り
か
、
と
く
に
労
働
時
間
の
継
続
や
按
配
、
順
序
、
分
蟄
、
補
助
者
を
用
う
る
か
ど
う
か
な
ど
、

労
働
履
行
の
内
容
に
つ
い
て
広
汎
に
自
ら
で
決
定
す
る
」
の
で
あ
り
、
「
事
情
に
よ
っ
て
は
労
働
の
義
務
さ
え
負
わ
ず
、
下
請
に
出
す
こ

と
も
で
き
る
」
と
す
る
。
た
だ
、
経
済
的
に
は
従
属
で
あ
っ
て
、
社
会
的
観
点
か
ら
は
一
般
労
働
者
に
比
し
よ
り
強
い
保
識
』
必
要
性
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
保
謹
対
象
者
は
、
「
労
働
者
」
（
シ
Ｈ
す
＆
目
の
毎
日
の
Ｈ
）
と
し
て
で
は
な
く
「
労
働
者
に
類
似
の
者
」
（
閂
ご
巴
了

邑
⑦
彦
臼
⑦
壁
〕
呂
呂
の
ロ
勺
の
『
の
○
口
の
ロ
）
と
し
て
認
識
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ヒ
ュ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
家
内
労
働
者
は
労
働
法
体
系

上
（
《
胃
す
の
一
目
：
曰
の
『
陛
昌
目
の
口
囿
Ｒ
ｍ
Ｃ
ｐ
の
ロ
．
》
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヒ
ュ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の



実
例
と
し
て
は
、
西
陣
賃
織
業
者
に
労
基
法
を
適
用
し
た
京
都
労
働
基
準
局
は
、
そ
の
理
由
の
一
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
そ
の
人

（
５
）
 

的
従
属
性
と
労
働
者
性
を
肯
定
し
た
。

「
賃
織
業
者
が
作
業
を
な
す
に
当
っ
て
は
殆
ん
ど
全
面
的
に
指
揮
を
受
け
て
お
り
、
仮
令
え
ば
帯
を
織
る
如
き
場
合
は
地
紋
の
如
き
又

一
尺
に
付
い
て
横
糸
何
本
と
い
う
が
如
き
詳
細
な
指
示
を
受
け
又
織
元
は
不
断
に
見
廻
り
を
励
行
し
こ
れ
が
為
「
出
桟
廻
り
」
な
る
熟
語

ま
で
出
来
居
る
実
情
に
し
て
雇
用
の
色
彩
を
強
く
表
現
す
（
尤
も
技
儒
優
秀
及
至
信
用
厚
き
賃
織
業
者
に
対
し
て
は
不
断
の
見
廻
り
は
な

さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
労
組
法
の
適
用
を
肯
定
し
た
労
働
委
員
会
の
見
解
も
多
々
あ
る
う
ち
、
な
か
ん
．
つ
く
前
述
東
京
へ
ツ
プ
サ
ン
ダ

ル
エ
組
合
事
件
は
中
労
委
の
判
断
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
決
定
書
に
お
い
て
、
「
こ
れ
ら
職
人
と
の
間
の
仕
事
の
受
け
渡
し
、
作

業
上
の
指
示
、
納
品
検
査
等
は
、
業
者
の
従
業
員
で
あ
る
番
頭
が
と
り
行
な
う
の
が
通
例
で
、
番
頭
は
ま
た
、
作
業
の
進
行
度
合
の
確
認
、

督
促
、
技
術
的
指
導
等
の
た
め
、
職
人
宅
を
見
廻
っ
て
い
る
」
事
実
を
あ
げ
、
結
局
、
「
業
者
と
職
人
と
の
間
に
は
明
示
の
契
約
は
存
し
な

い
が
、
沼
店
」
と
「
職
人
」
と
い
う
慣
行
語
が
そ
の
実
態
を
示
す
よ
う
に
、
職
人
は
毎
日
業
者
の
と
こ
ろ
へ
出
頭
し
、
そ
の
指
図
に
よ

る
仕
事
を
受
け
、
そ
の
事
業
計
画
の
主
ま
に
労
働
力
を
提
供
し
て
、
対
価
と
し
て
の
工
賃
収
入
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
労
働
組
合

法
三
条
に
い
う
「
賃
金
、
給
料
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
収
入
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
」
と
認
め
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
的
従
属
性
へ
の
着
目
が
中
心
と
な
っ
た
労
働
者
性
の
判
定
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
一
九
二
八
年
の
社
会
保
険
法
を
家
内
労
働
者
に
適
用
す
る
か
杏
か
を
契
機
と
し
て
そ
の
性
格
論
争
が
発
生
し

（
６
）
 

た
・
そ
し
て
、
こ
の
社
会
保
険
法
適
用
の
必
要
性
に
お
さ
れ
て
、
従
来
家
内
労
働
者
に
人
的
従
属
性
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
破
殴
院
の
態

度
が
漸
次
か
わ
り
、
一
九
一
一
一
六
年
の
一
判
決
は
、
家
内
労
働
者
が
独
立
の
事
業
者
（
社
会
保
険
の
強
制
被
保
険
者
で
は
な
い
）
で
あ
る
と

一四一一一
家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

き
模
様
な
り
）
」



（
、
）

在
し
て
い
る
。

デ
ィ
ー
ッ
に
よ
れ
ば
、
家
内
労
働
者
も
人
的
従
属
性
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
般
労
働
者
と
異
な
る
の
は
、
彼

が
事
業
場
に
お
い
て
で
は
な
く
、
彼
自
身
の
家
か
ま
た
は
彼
の
選
定
し
た
場
所
に
お
い
て
労
働
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
彼
が
家
族
従
業
員

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
四

十
る
に
は
、
単
に
家
内
労
働
者
と
委
託
者
の
間
に
直
接
の
従
属
関
係
が
な
く
や
彼
ら
が
手
間
賃
仕
事
で
あ
り
、
他
の
委
託
者
の
た
め
に
労
働

す
る
こ
と
も
自
由
で
、
彼
ら
の
判
断
で
他
の
労
働
者
を
雇
う
こ
と
も
自
由
で
あ
る
と
い
っ
た
一
般
的
な
漠
然
た
る
理
由
で
は
不
十
分
で
、

「
委
託
者
の
た
め
に
規
則
的
に
働
く
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
生
活
の
主
た
る
手
段
と
な
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
補
助
収
入
な
の
か
労
働
を

家
庭
で
な
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
仕
事
の
条
件
や
雇
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
無
、
彼
ら
の
労
働
が
工
場

内
の
労
働
と
連
帯
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
納
期
は
固
定
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
不
良
品
を
作
っ
た
場
合
の
効
果
は
ど
う
か
、
彼
ら
が
第
一
一
一

（
７
）
 

者
を
雇
っ
て
中
間
利
得
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
判
一
示
し
た
。
こ
の
う
ち
と
く
に
事
業
主
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
有
無
を
問
題
と
し
た
の
は
家
内
労
働
者
の
人
的
従
属
性
へ
の
着
目
で
あ
り
、
家
内
労
働
者
に
も
人
的
従
属
性
の
存
す
る
も
の
が
あ
り

う
る
と
の
前
提
を
と
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
、
理
論
的
に
は
、
家
内
労
働
者
に
は
、
人
的
従
属
性
が
あ
り
労
働
法
の

（
８
）
 

適
用
を
受
け
る
者
と
、
受
け
な
い
者
と
に
わ
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
従
属
度
が
い
か
な
る
程
度
の
と
き
に
労
働
者
と
し
て

扱
わ
れ
る
か
の
お
お
よ
そ
の
基
準
は
破
殴
院
の
判
例
の
流
れ
の
な
か
で
形
成
さ
れ
、
結
局
家
内
労
働
者
は
原
則
と
し
て
労
働
者
と
し
て
扱

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
通
説
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
学
説
は
実
は
多
岐
に
わ
か
れ
て
い
る
。
そ
の
通
説
に
正
反
対
の
立
場
と
し

て
、
家
内
労
働
者
に
労
働
法
本
来
の
対
象
者
と
し
て
の
労
働
者
性
を
認
め
る
も
の
が
あ
り
（
デ
ィ
ッ
、
ジ
ー
ペ
ル
ト
）
、
両
説
の
中
間
に
種

々
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
た
学
説
（
グ
ロ
ー
ニ
ン
ガ
ー
、
ヘ
ル
シ
ェ
ル
、
マ
ウ
ス
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
Ⅱ
カ
ル
ク
ブ
レ
ン
ナ
Ｉ
な
ど
）
が
存

（
９
）
 

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、



（
、
）

を
補
助
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
彼
と
事
業
主
と
の
関
係
は
労
働
関
係
（
シ
『
す
の
旨
く
①
吋
颪
一
目
の
）
で
あ
る
と
す
る
。

こ
れ
は
工
場
外
業
部
と
し
て
の
近
代
的
家
内
労
働
の
実
体
を
よ
く
認
識
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
実
体
を

よ
り
深
く
認
識
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ー
ッ
が
無
視
し
た
労
働
場
所
に
つ
い
て
の
一
般
労
働
者
と
の
差
異
に
家
内
労
働
者
の
本
質
的
特
質
を
み

（
烟
）

い
だ
そ
う
と
す
る
の
が
マ
ウ
ス
で
あ
る
。
彼
の
所
説
一
ざ
要
約
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
通
説
が
人
的
従
属
性
を
否
定
す
る
の
に
対
し
、
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
点
は
デ
ィ
ー
ッ
と
同
様
で
あ
る
。
家
内
労
働
は
大
経
営
の

分
散
形
態
（
９
の
侭
⑦
日
日
一
国
９
斤
の
ロ
の
Ｈ
・
国
す
①
日
の
ご
ｍ
）
で
あ
っ
て
、
家
内
労
働
者
の
仕
事
場
は
機
能
的
に
は
委
託
者
の
経
営
の
一
部
分
で

あ
る
。
こ
こ
に
家
内
労
働
者
の
そ
の
経
営
の
組
織
へ
の
従
属
関
係
が
生
じ
、
そ
こ
に
当
然
に
労
働
履
行
に
つ
い
て
の
経
営
主
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が
存
在
す
る
。
一
定
種
類
物
の
製
造
、
加
工
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
納
期
に
拘
束
さ
れ
る
と
き
、
工
場
の
内
外
で
生
産
調
整
が

な
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
、
家
内
労
働
者
の
委
託
者
の
指
揮
権
へ
の
服
従
が
あ
る
。
た
だ
、
労
働
時
間
の
継
続
と
配
置
、
労
働
の
量
に
つ
い

て
み
ず
か
ら
決
定
す
る
自
由
を
も
つ
が
、
こ
の
こ
と
は
他
の
労
働
者
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
般
労
働
者
と
本
質
的
に
異
な
ら
し

め
る
ほ
ど
重
要
な
要
素
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
的
従
属
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
家
内
労
働
者
の
特
質
と
な
し
一
般
労
働

者
と
区
別
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
「
分
散
さ
れ
た
大
経
営
」
と
し
て
の
認
識
は
、
委
託
者
ｌ
家
内
労
働
者
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
通
説
と
は
異
な
っ
た
み
方
と

な
る
。
す
な
わ
ち
通
説
は
両
者
間
の
関
係
を
労
働
成
果
を
義
務
づ
け
る
請
負
契
約
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
労
働
履
行
そ
の
も
の
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
一
般
労
働
者
と
の
差
異
の
一
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
マ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
家
内
労
働
者
も
労
働
の
成
果
で
は
な
く
て
労
働
履

行
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
使
用
さ
れ
て
働
く
（
閂
す
の
胃
目
甘
口
の
ロ
の
庁
）
点
に
お
い
て
一
般
労
働
者
と
異
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
委
託
者
Ｉ
家
内
労
働
者
間
の
契
約
も
請
負
契
約
で
は
な
く
、
継
続
的
債
権
関
係
的
要
素
を
も
っ
た
特
殊
契
約
（
ぐ
①
Ｒ
Ｂ
ｍ
ｌ

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
五



こ
う
し
て
、
マ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
家
内
労
働
者
は
「
労
働
者
」
で
も
な
く
「
労
働
者
類
似
の
者
」
で
も
な
く
、
そ
の
中
間
に
位
霞
づ
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
特
殊
性
の
ゆ
え
に
、
た
と
え
「
労
働
者
」
と
み
な
す
と
し
て
も
一
般
労
働
法
の
適
用
に
は
限
度
が
あ
り
、
特
別
立

法
が
必
要
と
な
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
反
面
に
お
い
て
デ
ィ
ー
ッ
の
よ
う
に
労
働
者
と
み
る
こ
と
に
も
反
対
す
る
。
も
し
家
内
労
働
者
が
労
働
法
本
来

の
労
働
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
労
働
法
規
を
適
用
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
家
内
労
働
者
に
対
す
る
特
別
立
法
は
必
要
で
な
い
。

家
内
労
働
者
の
保
護
に
つ
い
て
最
終
的
に
は
特
別
立
法
を
必
要
と
し
、
ま
た
一
般
労
働
法
と
は
別
個
の
法
規
範
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
が
一
般
労
働
者
と
性
格
を
異
に
す
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
で
は
そ
の
異
な
る
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
労
働
場

所
を
労
働
者
自
身
が
選
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
般
労
働
者
は
労
働
履
行
の
た
め
に
企
業
内
に
配
列
さ
れ
る
が
、
家
内
労
働
者

は
企
業
に
対
す
る
特
殊
な
法
的
系
列
関
係
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
『
目
目
ぬ
ぐ
の
Ｈ
嵐
戸
巳
⑰
）
に
お
い
て
労
務
を
提
供
す
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
家
内
労
働
者

の
本
質
的
特
質
が
あ
る
。
こ
の
点
外
勤
労
働
者
も
企
業
外
で
働
く
が
、
そ
れ
は
本
来
企
業
内
で
働
く
と
こ
ろ
を
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て

企
業
外
で
働
く
「
分
派
さ
れ
た
労
働
者
」
（
・
の
日
・
言
の
Ｈ
〔
の
因
の
曰
の
冨
囚
『
ご
骨
の
Ｈ
）
で
あ
っ
て
こ
れ
は
本
来
の
労
働
者
で
あ
る
。
そ
し
て
通

説
が
家
内
労
働
者
の
特
質
と
す
る
人
的
独
立
性
は
、
家
内
労
働
者
の
法
概
念
上
の
要
素
で
は
な
く
て
、
労
働
を
自
ら
選
定
し
た
場
所
に
お

い
て
な
す
ゆ
え
に
、
使
用
者
の
監
督
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
工
場
労
働
者
と
同
じ
よ
う
に
な
さ
れ
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
く
る
事
実
上
の
結
果

に
す
ぎ
な
い
。

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
六

ｍ
巳
、
の
ロ
の
回
、
）
、
す
な
わ
ち
新
し
い
契
約
類
型
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
マ
ウ
ス
に
お
い
て
は
通
説
が
家
内
労
働
者
を
一
般
労
働
者
と
区
別
し
「
労
働
者
類
似
の
者
」
と
し
て
扱
う
理
由
は
否



（
１
）
石
井
「
労
働
法
総
論
」
一
七
六
頁
以
下
参
照
。
教
授
は
さ
ら
に
家
内
労
働
法
を
労
働
法
に
包
摂
す
る
こ
と
自
体
に
反
対
さ
れ
る
。

（
２
）
こ
の
ほ
か
、
し
ば
し
ば
、
の
家
内
労
働
者
自
身
働
く
こ
と
を
要
せ
ず
他
人
に
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
②
相
当
の
生
産
設
備
を
も
ち
、
独
立

事
業
者
と
し
て
の
危
険
負
担
も
あ
る
て
い
ど
は
負
っ
て
い
る
、
③
同
時
に
一
一
以
上
の
委
託
者
か
ら
委
託
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
、
な
ど
の
諸
点
に
よ

っ
て
補
強
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
⑩
に
つ
い
て
は
、
も
し
、
他
人
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
す
で
に
家
内
労
働
者
で
は
な
く
仲
介
人
で

あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
節
で
批
判
し
た
。
そ
の
よ
う
な
危
険
負
担
を
負
わ
な
い
の
が
労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
で
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は

一
般
労
働
者
で
も
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
委
託
契
約
が
か
り
に
民
法
上
の
請
負
契
約
に
あ
た
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
労
働

者
性
は
否
定
さ
れ
な
い
（
労
働
避
準
局
編
箸
「
労
働
韮
準
法
」
上
一
○
一
頁
以
下
、
有
泉
前
掲
書
四
六
頁
、
木
村
「
労
働
者
』
（
労
働
法
体
系
五
巻
一

八
頁
）
松
岡
「
条
解
労
働
避
準
法
」
上
一
一
一
九
頁
等
参
照
）
・
磯
部
教
授
が
こ
の
点
に
よ
っ
て
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
を
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

（
「
家
内
労
働
と
労
励
組
合
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
一
一
号
）
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（３）の旨国富目ｇ員の２口』旨、の」＄尹昏の一目⑦骨宅の．⑬『・虜楢崎、蓼沼訳一一一四頁、五○頁、【鱒骨の一‐、の『ぬ島・鴛衿【ずの厨Ｈの・扇ご》の
農
ｚ
涛
厨
；
ご
皆
餃
の
旨
『
の
：
←
ご
》
画
し
色
白
の
．
巨
一
な
ど
。
な
お
、
自
冒
ず
の
】
日
の
ゲ
ョ
の
融
声
且
◎
肩
口
勺
の
厨
・
ロ
の
曰
ど
の
概
念
は
、
本
来
の
労
働
法
上
の

労
働
者
で
は
な
い
が
、
特
別
の
保
護
の
必
要
性
か
ら
、
個
狩
の
法
規
に
よ
っ
て
と
く
に
対
象
と
さ
れ
る
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
家
内
労

（
４
）
Ｃ
日
目
』
・
同
筋
○
一
の
』
①
号
◎
岸
昏
可
ぐ
巳
｝
》
》
・
ロ
・
＄
②
》
国
吋
目
‐
の
色
目
』
・
◎
ロ
・
凰
豆
】
‐
ｇ
の
庁
の
『
】
‐
巴
西
．

（
５
）
同
労
働
基
準
局
は
、
こ
の
他
に
も
委
託
関
係
が
雇
用
契
約
に
も
と
づ
く
と
推
断
さ
れ
る
こ
と
、
賃
織
業
者
の
経
済
的
従
属
性
の
面
も
加
味
し
て

い
る
（
労
働
基
準
局
編
著
「
労
働
基
準
法
」
上
一
○
九
頁
以
下
）
。

（
６
）
一
九
一
一
一
一
年
の
破
致
院
判
決
（
○
．
目
○
ｍ
②
⑫
》
Ｃ
賞
忌
曽
・
『
．
③
）
は
、
家
内
労
働
者
に
社
会
保
険
法
、
し
た
が
っ
て
労
働
法
の
適
用
が
な
い
こ

と
を
は
っ
き
り
示
し
、
こ
の
結
果
、
一
九
一
五
年
の
家
内
労
働
者
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
法
律
は
死
文
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
国
２
口
Ｉ
（
印
画
一
一
四
日
‐

（
７
）
〔
〉
○
自
一
ｎ
回
い
い
一
旦
『
，
］
ｇ
③
・
の
。
］
、
（
□
巳
－
８
℃
酔
埣
○
昌
目
の
巳
閏
』
も
。
ｇ
）

（
８
）
オ
ー
デ
ィ
ネ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
賃
金
家
内
労
働
者
（
：
ご
巴
］
一
の
日
蝕
』
・
日
昼
］
：
＆
胃
】
肝
）
と
非
賃
金
家
内
労
働
者
（
§
箇
筐
の
自
酵
」
・
日
買
‐

］
⑦
ｐ
ｏ
ｐ
ｍ
巳
胃
】
肝
）
と
に
わ
か
れ
る
と
す
る
（
ｚ
・
○
豊
ロ
鼻
禽
声
而
、
⑰
冨
宜
』
佇
旦
①
⑫
可
目
色
］
の
員
叩
凶
』
◎
ロ
】
ご
｝
⑦
ご
白
）
Ｈ
◎
】
５
．
。
旨
］
后
乞
》
】
》
己
．
】
圏
）
。

（
９
）
（
注
七
）
の
判
決
に
対
す
る
ビ
ッ
ク
の
評
釈
ｅ
昌
一
ｏ
国
穏
且
。
」
ご
臣
の
一
己
呉
・
→
勺
・
巴
①
【
⑰
．
）
参
照
。

一
四
七

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

労
働
者
で
は
な
い
が
、

働
者
が
中
心
で
あ
る
。

Ｃ
己
、
再
々
』
’
四
】
函
）
。



以
上
の
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
に
お
け
る
人
的
従
属
性
と
労
働
者
性
を
否
定
す
る
通
説
的
見
解
に
対
し
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
（
と

い
っ
て
も
、
京
都
労
働
基
準
局
お
よ
び
中
労
委
の
そ
れ
は
実
証
で
あ
り
、
と
く
に
マ
ウ
ス
の
見
解
は
こ
れ
を
理
論
づ
け
た
関
係
に
あ
る

が
）
も
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
が
前
述
の
近
代
的
家
内
労
働
者
で
あ
る
以
上
、
何
ら
か
の
程
度
に
お
い
て
委
託

者
の
指
揮
監
督
へ
の
服
従
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
当
然
に
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
エ
場
外
業
部
と
し
て
の
そ
の
実
体
、

す
な
わ
ち
そ
の
生
産
の
利
益
と
危
険
が
一
切
委
託
者
側
に
移
っ
て
い
る
事
実
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
家
内
労
働
関
係
は
、
か
か
る
委
託

者
ｌ
家
内
労
働
者
間
の
指
揮
ｌ
服
従
関
係
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ウ
ス
が
か
か
る
近
代
的
家
内

労
働
の
基
本
的
性
格
、
彼
の
い
う
「
分
散
さ
れ
た
大
経
営
」
の
実
体
の
な
か
か
ら
、
そ
の
人
的
従
属
関
係
を
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
は
ま

こ
と
に
正
当
で
あ
る
。
ま
た
そ
こ
か
ら
家
内
労
働
者
が
「
使
用
」
さ
れ
て
い
る
実
態
に
着
目
し
、
家
内
労
働
関
係
を
、
個
々
の
委
託
関
係

を
こ
え
て
存
在
す
る
一
の
継
続
関
係
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
契
約
面
に
お
い
て
も
請
負
契
約
性
を
否
定
し
た
こ
翫
渉
非
常
な
卓
見
で
あ
っ

た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
簡
単
な
紙
袋
は
り
と
い
え
ど
も
、
そ
の
形
状
や
数
量
、
作
業
方
法
、
原
材
料
、
さ
ら
に
納
期
等

に
つ
い
て
委
託
者
の
指
揮
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
八

（
、
）
こ
れ
ら
の
学
説
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
弓
冒
“
局
・
富
篇
目
画
昏
鼻
欄
＄
§
》
．
》
農
具
】
・
の
・
農
・
少
『
百
・
］
噛
目
窟
・
参
照
・

（
ｕ
）
”
・
貝
の
甘
》
含
Ｐ
開
同
月
ｏ
ａ
ｐ
日
祠
」
関
口
嵐
・
目
一
目
皆
ず
鼻
ご
》
の
．
】
Ｐ
・
罵
風
の
す
“
§
廟
厨
目
、
潰
鵬
：
》
》
の
』
］
画
・

（
辺
）
急
・
冨
目
の
Ｐ
Ｐ
Ｃ
》
屋
昌
』
・
印
・
念
露
・
・
農
具
】
・
の
．
思
庫
・
初
版
と
二
版
と
は
基
調
は
同
じ
で
も
相
当
改
め
ら
れ
て
い
る
。
マ
ウ
ス
の
立
場
は
初

版
の
方
が
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
た
め
、
両
版
を
総
合
し
つ
つ
も
初
版
の
方
に
主
と
し
て
依
っ
た
。

三
家
内
労
働
者
の
従
属
関
係
と
そ
の
労
働
者
性



し
か
し
、
す
で
に
マ
ウ
ス
も
認
め
る
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
は
労
働
時
間
の
継
続
、
配
置
、
労
働
の
順
序
な
ど
に
つ
い
て
は
委
託
者
の

直
接
的
指
揮
監
督
は
受
け
ず
、
外
形
的
に
一
応
自
由
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
点
に
お
け
る
一
般
労
働
者
と
の
相
違
は
認
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ウ
ス
は
こ
の
よ
っ
て
き
た
る
理
由
を
家
内
労
働
者
の
労
働
場
所
の
自
主
選
定
性
に
求
め
た
が
、
看
過
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
直
接
的
指
揮
監
督
の
範
囲
が
狭
い
の
は
、
出
来
高
賃
金
制
の
採
用
に
よ
っ
て
一
般
労
働
者
に
対
す
る
と
同
じ
よ
う

な
監
督
を
要
し
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
出
来
高
賃
金
制
に
よ
っ
て
使
用
者
の
常
時
的
監
督
を
要
し
な
い
家
内
労
働

が
な
り
立
ち
、
ま
た
こ
れ
に
適
す
る
作
業
が
家
内
労
働
に
む
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
労
働
者
に
対
す
る
使
用
者
の
指
揮
、
監
督
は
、
内
容
的
に
二
つ
に
わ
け
ら
れ
よ
う
。
｜
は
そ
の
労
働
の
技
術
上
の
指
揮
監
督
で

あ
り
、
他
は
労
働
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
の
監
視
、
監
督
で
あ
る
。
そ
し
て
出
来
高
賃
金
制
を
と
る
と
き
は
、
多
く
の
場
合

こ
の
第
二
の
指
揮
、
監
督
を
不
要
な
ら
し
め
る
。
労
働
者
は
そ
の
生
活
の
資
と
し
て
の
賃
金
を
得
る
た
め
に
、
一
個
で
も
多
く
の
物
品
の

生
産
を
な
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
使
用
者
は
こ
の
賃
金
形
態
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
坐
し
て
直
接
的
監
督
に
も
ま
さ
る
労

働
が
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
家
内
労
働
の
履
行
は
、
使
用
者
の
こ
の
目
に
み
え
な
い
糸
に
よ
っ
て
有
効
に
監
督
さ
れ
る
。
そ
の
労
働
時
間

の
長
さ
は
委
託
量
や
納
期
の
指
定
の
ほ
か
出
来
高
制
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
労
働
時
間
の
配
極
や
継
続
に
し
て
も
、
一
定
塾
の

委
託
物
の
処
理
の
必
要
に
追
わ
れ
る
結
果
と
し
て
、
そ
の
日
に
お
け
る
労
働
の
開
始
、
終
了
等
は
お
の
ず
か
ら
制
約
を
受
け
、
そ
れ
を
家

内
労
働
者
の
真
の
意
味
に
お
け
る
自
由
意
思
に
よ
っ
て
決
定
で
き
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
休
憩
に
し
て
も
、
い
つ
で
も
自
由
に
と
れ

そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
や
は
り
右
の
よ
う
な
暗
黙
の
制
約
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
一
般
労
働
者
と
の
相
違
は
、

（
２
）
 

そ
れ
が
使
用
者
に
よ
っ
て
明
一
不
に
決
定
さ
れ
る
か
暗
黙
に
決
定
さ
れ
る
か
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
暗
黙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る

と
こ
ろ
に
家
内
労
働
の
特
質
が
あ
る
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
四
九
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五
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
般
労
働
者
に
対
す
る
使
用
者
の
指
揮
監
督
は
、
家
内
労
働
者
に
対
し
て
は
内
容
的
に
分
解
さ
れ
、
労
働
履
行
そ

の
も
の
に
対
す
る
も
の
は
間
接
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
て
不
要
と
な
る
。
そ
し
て
直
接
的
に
は
技
術
上
の
指
揮
監
督
だ
け

で
足
り
、
こ
れ
に
家
内
労
働
独
特
の
指
揮
と
し
て
製
造
物
品
の
デ
ザ
イ
ン
そ
の
他
の
基
格
、
基
準
、
委
託
数
量
、
納
期
等
の
指
示
が
加
わ

る
。
そ
し
て
直
接
、
間
接
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
効
性
は
究
極
的
に
は
「
委
託
の
打
切
り
」
Ⅱ
「
解
雇
」
と
い
う
家
内
労
働
者
の
生
活
上
の
脅

威
、
す
な
わ
ち
家
内
労
働
者
の
経
済
的
従
属
性
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
。
こ
れ
が
家
内
労
働
に
お
け
る
人
的
従
属
関
係
の
構
造
で
あ
る
。

そ
し
て
、
外
形
的
、
形
式
的
自
由
の
裏
に
か
く
さ
れ
た
実
質
的
不
自
由
に
着
目
す
る
労
働
法
的
観
点
か
ら
は
、
こ
の
表
面
か
ら
か
く
さ

（
３
）
 

れ
た
家
内
労
働
の
間
接
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
面
が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
面
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、
実
質
的
な

従
属
関
係
は
一
般
労
働
者
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
異
な
る
と
こ
ろ
は
外
形
的
に
は
間
接
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
る

か
否
か
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
工
場
内
に
配
置
さ
れ
た
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
労
働
者
と
の
対
比
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
前
に
一
言
し
た

（
４
）
 

よ
う
な
今
日
に
お
け
る
拡
張
さ
れ
た
労
働
者
概
念
の
も
と
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
や
各
種
外
交
員
、
販
売
員
、
集
金
人
、
タ

（
５
）
 

ク
シ
ー
運
転
手
な
ど
の
外
勤
労
働
者
と
比
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
そ
の
差
は
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
一
見
独
立
事
業
者
に
み
え
る
家
内
労
働
者
に
も
労
働
法
上
の
労
働
者
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
の
人
的
従
属
性

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
一
応
、
家
内
労
働
者
の
労
働
者
性
を
み
い
だ
し
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
労
働
者
で
あ
る
と
断

定
す
る
に
は
、
さ
ら
に
一
一
・
一
一
一
の
検
討
す
べ
き
こ
と
が
ら
が
残
さ
れ
て
い
る
。
｜
は
、
マ
ウ
ス
の
よ
う
に
家
内
労
働
者
に
人
的
従
属
性
を

認
め
つ
つ
も
そ
の
労
働
者
性
を
否
定
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
一
は
、
家
内
労
働
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
人
的
従
属
関
係
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
一
般
の
請
負
人
に
も
存
在
す
る
も
の
で
、
労
働
者
に
固
有
の
特
質
と
は
い
え
な
い
で
は
な
い
か
の
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
一
一
点
に
つ
い
て
以
下
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。



ま
ず
マ
ウ
ス
の
所
説
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
の
労
働
場
所
の
自
主
選
定
性
な
い
し
経
営
主
へ
の
特
殊
な
系
列
関
係
に
あ
る

こ
と
に
一
般
労
働
者
と
の
質
的
な
相
違
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
た
し
か
に
家
内
労
働
者
は
、
工
場
内
に
配
列
さ
れ
て
使
用
者
の
常

時
的
監
視
を
受
け
る
労
働
者
と
は
そ
の
就
労
形
態
が
異
な
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
か
り
に
労
働
者
性
を
認
め

た
と
し
て
も
、
家
内
労
働
者
に
は
一
般
労
働
法
規
に
は
な
じ
ま
な
い
面
が
あ
り
、
そ
の
適
用
に
は
限
界
が
あ
る
（
と
く
に
労
働
時
間
や
有

給
休
暇
な
ど
）
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
こ
の
相
違
を
マ
ウ
ス
の
よ
う
に
家
内
労
働
者
と
一
般
労
働
者
の
法

的
性
格
を
異
な
ら
し
め
る
本
質
的
要
素
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
デ
ィ
ー
ッ
の
よ
う
に
本
質
的
な
も
の
と
み
な
い
か
で
あ
る
。

こ
の
マ
ウ
ス
の
見
解
を
理
解
す
る
に
は
、
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
家
内
労
働
法
制
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
の
場
合
、
極
力

一
般
労
働
法
規
を
家
内
労
働
者
に
も
適
用
し
て
ゆ
く
フ
ラ
ン
ス
の
法
制
と
異
な
り
、
労
働
時
間
、
災
害
、
工
賃
、
解
雇
な
ど
に
関
す
る
総

合
的
、
体
系
的
単
独
保
護
立
法
（
家
内
労
働
法
、
一
九
五
つ
が
一
般
労
働
法
規
と
別
建
て
で
制
定
さ
れ
て
お
り
、
一
般
労
働
法
規
は
と

く
に
規
定
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
（
た
と
え
ば
経
営
組
織
法
五
条
一
項
、
労
働
裁
判
所
法
五
条
一
項
、
営
業
法
二
九
条
ｂ
な
ど
）
家
内
労
働

者
を
対
象
に
し
な
い
の
を
建
前
と
し
て
い
る
。
こ
の
家
内
労
働
の
別
建
法
制
は
、
法
自
体
が
家
内
労
働
者
を
一
般
労
働
者
と
は
異
質
な
も

（
６
）
 

の
と
と
ら
え
て
い
る
か
の
観
を
ロ
ヱ
し
、
前
述
の
よ
う
に
マ
ウ
ス
の
所
説
も
こ
れ
が
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
法
体
系
が
別
個
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
に
そ
の
対
象
者
の
法
的
性
格
も
別
個
と
み
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
労
働
時
間
、
賃

金
、
災
害
、
解
雇
等
に
関
す
る
規
制
立
法
は
、
両
分
野
に
お
け
る
法
規
範
そ
の
も
の
と
し
て
、
理
念
的
に
は
何
ら
異
質
の
も
の
は
認
め
ら

れ
ず
、
家
内
労
働
立
法
の
別
建
化
は
、
た
だ
そ
の
就
労
形
態
の
差
異
に
着
目
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
も
解
さ
れ
る
。
今
日
の
労
働
法
上

の
労
働
者
に
は
極
々
の
就
労
形
態
の
も
の
が
含
ま
れ
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
労
働
法
は
特
殊
な
就
労
形
態
の
者
に
対
し
て
は
特
殊
な
配
慮
、

立
法
措
置
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
（
た
と
え
ば
日
雇
労
働
者
と
い
う
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
の
－
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
基
法
二
○
条
、
二

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格
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五
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し
か
し
両
者
に
お
け
る
指
揮
関
係
に
は
微
妙
で
あ
る
が
類
型
的
に
重
要
な
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
の
フ
ラ
ン
ス
破
殿
院
の
一
判
決
が
大
い
に
参
考
と
さ
れ
う
る
。
そ
の
ケ
ー
ス
は
請
負
契
約
と
労
働
契
約
に
お
け
る
人
的
従
属
関
係
の
異

同
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
破
段
院
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
問
題
を
解
決
し
た
。
注
文
主
が
請
負
人
に
対
し
て
な
す
指

●
●
●
●
●
 

示
は
労
働
に
関
す
る
一
般
的
指
示
で
あ
る
。
注
文
者
は
讃
食
わ
せ
た
仕
事
に
つ
い
て
彼
の
希
望
を
知
ら
せ
る
が
、
請
負
人
は
そ
の
仕
事
の

実
行
方
法
に
つ
い
て
は
完
全
に
独
立
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
使
用
者
の
命
令
は
直
接
労
働
の
実
行
に
つ
い
て

な
さ
れ
、
そ
こ
に
労
働
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ー
プ
は
存
し
な
い
。
労
働
を
目
的
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
実
行
方
法
や
手
段
が
労
働
者
に
示
さ
れ

（
７
）
 

る
の
で
あ
る
と
。
す
な
わ
ち
こ
の
判
決
に
お
い
て
は
、
請
負
契
約
と
労
働
契
約
に
お
け
る
指
揮
関
係
の
相
違
は
、
そ
れ
が
仕
事
に
対
す
る

一
般
的
指
示
に
と
ど
ま
る
か
、
そ
れ
を
こ
え
て
仕
事
の
手
段
方
法
に
ま
で
及
ぶ
か
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
労
働
者

す
る
。 つ
ぎ
に
第
二
の
問
題
と
し
て
家
内
労
働
者
と
請
負
業
者
と
の
従
属
形
態
の
異
同
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
大
工
、
テ
ー
ラ
ー
な

ど
の
請
負
形
態
に
よ
る
独
立
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
顧
客
と
の
関
係
で
あ
る
に
せ
よ
、
お
よ
そ
請
負
で
あ
る
以
上
、
そ
の
請
負
の

目
的
物
の
形
状
、
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
、
納
期
等
が
指
示
さ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
り
、
家
内
労
働
者
に
対
す
る
委
託
者
の
指
揮
関
係
と
接
近

に
従
い
た
い
。

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
五
二

一
条
な
ど
適
用
が
排
除
さ
れ
、
あ
る
い
は
同
法
一
二
条
七
項
、
失
業
保
険
法
に
お
け
る
日
雇
労
働
被
保
険
者
制
な
ど
一
般
と
別
異
に
扱
わ

れ
る
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
象
者
の
法
的
性
格
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

そ
う
し
て
、
マ
ウ
ス
の
い
う
家
内
労
働
者
の
労
働
場
所
の
自
主
選
定
性
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
前
述
の
各
種
外
勤
労
働
者
に
も
み
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
今
日
に
お
い
て
労
働
者
性
を
否
定
す
る
事
由
と
は
な
り
が
た
く
、
私
も
ま
た
こ
の
点
に
関
し
て
は
デ
ィ
ー
ッ
の
説



（
と
く
に
出
来
高
制
そ
の
他
の
請
負
制
で
使
用
さ
れ
る
労
働
者
（
労
基
法
一
一
七
条
）
）
と
請
負
人
と
の
相
違
と
し
て
の
ほ
れ
家
内
労
働

者
と
一
般
請
負
事
業
者
と
の
相
違
と
し
て
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
独
立
事
業
者
と
し
て
一
般
顧
客
を
対
象
と
す
る

テ
ー
ラ
ー
（
旧
型
家
内
労
働
者
）
と
、
家
内
労
働
者
と
し
て
デ
パ
ー
ト
の
既
製
服
仕
立
に
従
事
す
る
テ
ー
ラ
ー
と
を
比
較
し
た
場
合
、
前

者
に
お
い
て
も
な
る
ほ
ど
顧
客
か
ら
の
洋
服
の
サ
イ
ズ
、
ス
タ
イ
ル
、
デ
ザ
イ
ン
、
ボ
タ
ン
の
位
置
等
詳
細
な
仕
事
上
の
指
示
が
な
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、
洋
服
仕
立
の
技
術
的
指
示
に
は
及
ば
ず
、
そ
れ
は
そ
の
テ
ー
ラ
ー
の
独
自
の
判
断
と
技

能
に
委
ね
ら
れ
る
。
し
か
し
後
者
は
、
そ
の
製
品
の
サ
イ
ズ
や
ス
タ
イ
ル
は
も
と
よ
り
、
使
用
す
る
原
材
料
や
諸
道
具
の
指
示
に
至
る
ま

で
、
そ
の
仕
立
技
術
全
体
に
つ
い
て
の
指
示
な
い
し
監
督
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
テ
ー
ラ
ー
自
身
の
個
人
的
判
断
、
技
能
、
創
意

等
の
介
入
す
る
余
地
が
な
い
の
が
通
常
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
委
託
者
た
る
デ
パ
ー
ト
か
ら
指
示
さ
れ
た
方
法
に
し
た
が
い
、
盲
目
的
に
仕

事
を
な
せ
ば
よ
く
、
か
つ
ま
た
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
や
は
り
一
般
請
負
事
業
者
と
家
内
労
働
者
と
の
間
に
は
、
そ
の
受
け
る
指
揮
の
内
容
に
質
的
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
仕
事
上
の
利
益
と
危
険
の
帰
属
者
が
ま
っ
た
く
逆
と
な
る
両
者
の
社
会
経
済
的
実
体
な
い
し
性
格
の
相
違
に
由
来
す
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
請
負
業
者
と
の
対
比
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
近
代
的
家
内
労
働
に
お
け
る
こ
の
指
揮
関
係
上
の
特

質
は
、
一
般
労
働
者
に
お
け
る
と
ま
っ
た
く
同
質
の
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
に
お
い
て
労
働
法
上
の
家
内
労
働
者
に
お
け
る
人
的
従
属
関
係
の
存
在
と
そ
の
特
質
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
の
労
働
場

所
の
自
主
選
定
性
と
出
来
高
賃
金
制
の
採
用
か
ら
委
託
者
の
常
時
的
指
揮
監
督
を
欠
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
独
立
事
業
者
的
外
観
を
呈
す
る
家

内
労
働
者
で
あ
る
が
、
そ
の
労
働
場
所
の
自
主
選
定
性
な
い
し
常
時
的
監
督
の
欠
如
を
も
っ
て
今
日
の
労
働
者
概
念
の
も
と
に
お
け
る
労

働
法
上
の
労
働
者
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
労
働
者
の
単
な
る
就
労
型
態
上
の
差
異
か
ら
く
る
人
的
従
属
面
に
お
け
る

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

一
五
三



一
五
四

家
内
労
働
者
の
法
的
性
格

変
形
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
就
労
型
態
と
変
形
的
従
属
関
係
は
、
上
述
の
ご
と
き
外
勤
労
働
者
と
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な

（
８
）
 

い
・
ジ
ン
ッ
ハ
イ
マ
ー
は
、
外
勤
労
働
者
は
「
他
人
の
も
と
に
お
い
て
」
（
目
〔
貝
の
旨
の
目
色
目
の
Ｈ
の
己
）
労
働
す
る
に
反
し
、
家
内
労
働
者

（
９
）
 

は
「
他
人
の
た
め
に
」
（
［
旨
囚
口
の
口
自
９
の
Ｈ
の
ロ
）
労
働
す
る
点
に
両
者
の
差
異
を
求
め
る
が
、
そ
れ
は
近
代
的
家
内
労
働
の
実
体
の
認

識
の
欠
如
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
ま
で
に
み
た
よ
う
に
、
私
は
家
内
労
働
者
も
《
占
員
臼
⑦
ど
の
口
目
９
の
円
の
皀
菖
に
お
い
て
、
マ

ウ
ス
の
言
を
か
り
れ
ば
倉
肖
ウ
の
胃
口
ご
貝
の
ご
切
斤
ご
す
る
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
使
用
関
係
に
お
け
る
、
家
内
労
働
者

を
し
て
一
般
労
働
者
以
上
の
苦
汗
状
態
に
追
い
こ
む
使
用
者
に
よ
る
暗
黙
の
間
接
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
強
さ
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

を
し
て
一
般
》

い
の
で
あ
る
。

（
１
）
我
妻
教
授
も
、
家
内
労
働
者
が
特
定
の
業
者
に
専
属
し
、
原
則
と
し
て
他
の
委
託
を
受
け
な
い
と
き
な
ど
は
、
雁
用
関
係
と
な
り
う
る
と
さ
れ

る
（
民
法
榊
義
「
債
権
各
論
」
中
巻
一
一
、
五
五
一
一
頁
）
・
家
内
労
働
者
と
委
託
者
間
の
契
約
類
型
の
一
般
的
み
か
た
と
し
て
は
、
津
曲
「
労
働
法
総

論
」
一
一
六
七
頁
註
七
⑪
参
照
。

（
２
）
こ
れ
は
一
応
予
想
さ
れ
る
姿
だ
け
で
あ
っ
て
、
労
働
履
行
自
体
の
面
に
つ
い
て
も
、
西
陣
の
出
機
廻
り
の
よ
う
に
委
託
者
の
巡
視
が
日
に
何
度

か
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
納
品
の
苛
酷
な
督
促
に
よ
っ
て
徹
夜
に
よ
る
労
働
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
う

な
る
と
労
働
時
間
の
配
置
や
継
続
に
つ
い
て
も
委
託
者
の
明
示
の
直
接
的
監
督
が
な
さ
れ
、
こ
の
面
に
つ
い
て
の
家
内
労
働
者
の
形
式
的
自
由
も
な

（
４
）
最
高
裁
は
比
較
的
鐙
近
、
会
社
嘱
託
に
つ
き
、
直
接
の
会
社
に
よ
る
指
揮
命
令
に
服
す
る
こ
と
が
な
い
場
合
で
も
そ
の
労
働
者
性
を
認
め
る
に

至
っ
て
い
る
（
最
判
昭
三
七
・
五
・
一
八
、
民
集
ニ
ハ
巻
五
号
）
が
、
こ
れ
は
従
来
の
労
働
者
の
基
準
を
か
な
り
修
正
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
５
）
も
っ
と
も
、
判
例
・
行
政
解
釈
上
、
現
段
階
に
お
い
て
こ
れ
ら
す
．
〈
て
に
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
最
高
裁
は
証
券
会

し

（
３
）
た
と
え
ば
労
働
時
間
に
つ
い
て
勺
も
、
家
内
労
働
者
の
真
の
自
由
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
苦
汗
の
実
体
は
半
減
す
る
で
あ
ろ
う
。

西
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
形
で
の
労
働
時
間
規
制
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
わ
が
家
内
労
働
法
四
条
一
項

は
訓
示
規
定
で
あ
る
。

ｎ
ｏ
 



ｌ
む
す
び
に
か
え
て
ｌ

以
上
の
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
が
労
働
法
上
の
労
働
者
性
を
も
つ
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
以
上
、
冒
頭
に
あ
げ
た
労
働
法
規
そ
の

他
の
諸
法
規
の
適
用
上
、
家
内
労
働
者
ｌ
家
内
労
働
法
二
条
三
項
に
規
定
さ
れ
る
家
内
労
働
者
ｌ
は
、
労
働
者
と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
労
組
法
・
労
調
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
い
。
雇
用
対
策
法
を
頂
点
と
す
る
職
業
安
定
立
法
の

適
用
も
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
家
内
労
働
者
の
増
勢
に
対
処
し
て
、
総
合
的
な
家
内
労
働
者
の
就
労
に
関
す
る
援
助
機
関
（
家
内
労

家
内
労
働
者
に
対
す
る
諸
法
規
の
適
用
関
係

一
五
五

社
の
外
務
員
に
つ
い
て
そ
の
労
働
者
性
を
否
定
し
た
（
昭
一
一
一
六
・
五
・
一
一
五
、
民
集
一
五
巻
五
号
）
が
》
他
方
生
命
保
険
会
社
の
外
勤
職
員
に
つ
い

て
は
暗
黙
の
う
ち
に
認
め
た
（
昭
四
○
・
一
一
・
一
一
五
、
民
集
一
九
巻
一
号
）
。
こ
の
点
行
政
解
釈
の
方
が
競
極
的
で
、
新
聞
配
達
人
（
昭
一
一
一
一
、
基

発
四
○
○
号
）
生
命
保
険
会
社
募
集
員
、
保
険
外
務
員
（
昭
二
一
一
一
、
基
発
一
一
一
一
号
）
に
つ
い
て
労
働
者
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
外
勤
職
員
の
法

的
性
格
に
つ
い
て
は
、
萩
沢
「
労
働
契
約
と
委
任
契
約
」
（
日
労
研
資
料
五
○
七
号
）
、
山
本
吉
人
前
掲
書
な
ど
参
照
。

（
６
）
言
・
冨
自
ｍ
・
色
・
囚
・
Ｐ
】
少
員
一
・
》
シ
ロ
ョ
・
旨
目
か
艀
ヒ
ュ
ッ
ク
も
「
同
一
の
人
間
が
家
内
労
働
法
と
そ
れ
と
異
な
っ
た
一
般
労
働
法
を
同
時
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
ゆ
え
に
、
法
が
家
内
労
働
者
等
を
家
内
労
働
法
の
も
と
に
お
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
法
が
そ
れ
ら
を
労
働
者
と

み
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
す
る
（
Ｐ
色
．
○
・
ｈ
．
患
）
。

（
７
）
Ｑ
）
日
・
○
閉
ｍ
・
巳
含
・
の
．
ｇ
・
こ
れ
に
関
し
て
は
国
『
目
‐
の
巳
一
目
」
》
。
ご
・
・
旨
》
一
‐
ｇ
参
照
。

（
８
）
こ
の
点
、
萩
沢
教
授
は
家
内
労
働
者
を
外
勤
労
働
者
か
否
か
の
観
点
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
は
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
正
当
で
あ
る

（
萩
沢
前
掲
と
く
に
九
頁
以
下
）
。

（
９
）
の
官
房
の
一
日
命
『
・
Ｐ
い
，
Ｐ
の
葛
・
楢
崎
・
蓼
沼
訳
一
一
一
五
頁
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
外
勤
労
働
者
に
は
人
的
従
属
性
を
認
め
て
労
働
者
性
を
肯
定
す

る
の
が
一
般
で
あ
る
。
因
已
の
。
ゲ
ー
冒
弓
・
己
の
浄
画
・
画
．
。
．
》
ｍ
・
留
・
・
夙
腸
医
‐
Ｃ
・
厨
呂
》
色
・
Ｐ
Ｃ
・
・
の
．
患
．
．
ｚ
房
阿
戸
騨
・
“
・
ｐ
．
ｍ
．
旨
一
・
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家
内
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
法
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
労
働
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
制
度
に
組
み
こ
ま
れ
る
必
要

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
健
康
保
険
法
・
国
民
年
金
法
・
小
規
模
企
業
共
済
法
と
い
っ
た
一
般
国
民
な
い
し
自
営
業
の
立
場
か
ら
の
加

入
を
前
提
と
し
た
制
度
の
系
列
に
で
は
な
く
、
健
康
保
険
法
・
厚
生
年
金
保
険
法
（
も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
五
人
未
満
従
業
員
の
事
業
所
の

一
般
労
働
者
で
さ
え
未
適
用
の
段
階
で
あ
る
が
）
、
失
業
保
険
法
の
系
列
に
加
入
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
労
災
保
険
に
お
い
て

は
、
保
険
料
自
己
負
担
を
建
前
と
す
る
特
別
加
入
制
度
で
は
な
く
、
委
託
者
負
担
に
よ
る
本
来
の
制
度
の
適
用
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
れ
ら
社
会
保
険
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
家
内
労
働
者
の
就
労
形
態
の
特
殊
性
と
、
と
く
に
内
職
型
に
お
け
る
労
働
移
動
の
は

げ
し
さ
を
考
慮
し
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
制
の
よ
う
な
何
ら
か
の
特
別
立
法
措
極
を
講
ず
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
委
託
者
の
中

小
企
業
退
職
金
共
済
法
へ
の
加
入
も
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
民
法
の
雇
用
契
約
に
関
す
る
規
定
（
と
く
に
六
一
一
五
条
か
ら

六
二
八
条
ま
で
）
も
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
所
得
税
法
、
地
方
税
法
等
の
税
法
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
家
内
労
働
者

は
労
働
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
問
題
を
生
ず
る
の
は
労
基
法
で
あ
る
。
家
内
労
働
者
を
労
働
法
上
の
労
働
者
と
解
し
た
以
上
、
本
来
労
基
法
の
適
用
が
あ
る

ぺ
き
で
あ
る
が
、
現
在
理
念
を
同
じ
く
す
る
家
内
労
働
法
が
制
定
さ
れ
、
か
つ
同
法
二
条
六
項
に
お
い
て
家
内
労
働
者
と
は
別
個
に
「
労

働
者
」
を
労
基
法
上
の
労
働
者
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
か
ら
、
家
内
労
働
法
を
、
家
内
労
働
者
に
つ
い
て
の
労
基
法
の
特
別
法

と
み
、
家
内
労
働
者
は
一
般
的
意
味
に
お
け
る
労
働
法
上
の
労
働
者
で
は
あ
る
が
、
労
基
法
上
の
労
働
者
で
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
と
し

た
い
（
解
釈
技
術
上
は
労
基
法
九
条
の
「
使
用
」
の
意
義
を
従
来
ど
お
り
狭
く
解
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
、
家
内
労
働
者
の
労

家
内
労
働
者
に
対
す
る
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法
規
の
適
用
関
係

一
五
六

働
法
の
監
督
機
能
も
も
た
せ
て
）
を
設
け
る
（
現
在
多
く
の
都
道
府
県
に
内
職
公
共
職
業
補
導
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
）
こ
と
も
考
え
ら

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。



働
者
性
を
認
識
の
上
、
ゆ
く
ゅ
く
は
法
改
正
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）
。
こ
れ
は
、
一
般
的
意
味
で
の
労
働
法
上
の
労

働
者
で
あ
っ
て
も
、
各
個
別
法
規
に
お
い
て
、
そ
の
個
別
法
の
目
的
に
て
ら
し
て
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

し
て
労
基
法
の
規
定
は
工
場
内
労
働
者
を
主
た
る
対
象
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
確
保
に
は
本
来
な
じ
ま
な

い
も
の
が
あ
る
ゆ
え
に
、
家
内
労
働
者
を
そ
の
適
用
対
象
か
ら
は
ず
し
、
特
別
法
と
し
て
の
家
内
労
働
法
の
適
用
の
も
と
に
お
い
た
も
の

と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

家
内
労
働
者
に
対
す
る
諸
法
規
の
適
用
関
係

一
五
七


